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皆
様
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
伴
う
様
々
な
活
動
の
自
粛
に
よ
り
、

私
た
ち
議
員
の
活
動
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
道
議
会
保
健
福
祉
委
員
長
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
迅
速
な
対
応
に
よ
る
早

期
の
収
束
と
経
済
活
動
の
回
復
に
向
け
て
、
委
員
会
も
知
事
部
局
と
も
連
携
し
て
一
刻

も
早
く
平
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
衆
議
院
選
挙
で
お
お
さ
か
誠
二
代
議
士
が
五
回
目
の
当
選
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
期
間
中
で
も
私
と
赤
潮
対
策
で
の
現
地
調
査
、
当
選
後
も
木
古
内
、
知
内
で
の

緊
急
災
害
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
連
携
し
た
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
道
議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
目
の
年
、三
期
目
任
期
の
最
終
年
の
活
動
で
す
。

　

当
初
か
ら
掲
げ
て
い
る
「
さ
さ
え
あ
い　

安
心　

明
る
い　

北
海
道
」
を
実
現
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 北

海
道
議
会
議
員
　
　

笹
　
田
　
　
浩

　

12
月
16
日
㈭
第
４
回
定
例
道
議
会
は
補
正

予
算
、「
北
海
道
太
平
洋
沿
岸
の
漁
業
被
害

に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
可
決
し
本
日
閉
会

し
ま
し
た
。

　

私
は
保
健
福
祉
委
員
長
と
し
て
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
審
査
結
果
と
経
過
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
の
代
表
格
質
問
に
は
中
川
浩
利

議
員
（
岩
見
沢
市
）
が
立
ち
、
知
事
の
政
治

姿
勢
、
財
政
健
全
化
、
地
域
創
生
の
推
進
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、医
療
・

福
祉
課
題
等
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
ほ
か
、
赤
潮
漁
業
被
害
の
緊
急
調
査
費

を
盛
り
込
ん
だ
総
額
４
３
億
２
０
０
０
万
円

の
補
正
予
算
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
と
し
て
支
援
５
０
０
０
万
円
、

中
小
企
業
が
行
う
通
信
機
器
の
導
入
・
運
用

等
に
要
す
る
補
助
と
し
て
1
億
８
０
０
０
万

円
。
赤
潮
等
被
害
実
態
調
査
費
と
し
て
２
７ 

０
０
万
円
を
計
上
し
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
日
に
は
総
額
１
６
３
７
億
８ 

０
０
０
万
円
の
本
年
度
一
般
会
計
追
加
補
正

予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
制
度
推
進
費
に
１
４
０
０
万
円
、
Ｐ

さ
さ
え
あ
い 

安
心 

明
る
い 

北
海
道
に

Ｃ
Ｒ
等
検
査
無
料
化
推
進
事
業
費
に
２
１
６ 

億
円
、
北
海
道
太
平
洋
海
域
で
発
生
し
た
赤

潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
構
築
事
業
費

に
７
９
０
０
万
円
、
環
境
・
生
態
系
保
全
緊

急
対
策
事
業
費
3
億
円
が
計
上
さ
れ
、
補
正

予
算
額
の
合
計
は
１
６
８
１
億
1
万
円
と
な

り
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
令
和
３
年
度
一
般
会
計
は
、

総
額
で
3
兆
６
５
０
０
億
５
９
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
冒
頭
に
は
、
本
年
度
の
道

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月
数

を
０
・
１
５
ヶ
月
分
引
き
下
げ
る
道
職
員
給

与
条
例
一
部
改
正
案
な
ど
４
件
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
道
議
会
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の
今
後
の
活
動
等
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
道
が
取
り
組
む
施
策
が
本
道
農
業

の
活
性
化
や
体
質
強
化
に
繋
が
っ
て
い

く
る
の
か
、
改
め
て
知
事
を
認
識
等
を

質
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
潮
発
生
に
よ
る
漁
業
被
害
額
は
、

11
月
19
日
現
在
約
80
億
円
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
範
囲
は
狭
ま
っ
て
い
る
も

の
の
、
日
高
沿
岸
等
で
は
タ
コ
や
ツ
ブ

に
も
影
響
が
出
て
お
り
、
今
後
、
更
に

被
害
の
拡
大
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
ま

す
。
と
り
わ
け
、
被
害
が
深
刻
な
ウ
ニ

⑵

　
採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

（
◎
は
政
審
・
会
派
発
議
、
○
は
委
員
会

発
議
）

◎
北
海
道
太
平
洋
沿
岸
の
漁
業
被
害
に
関

す
る
意
見
書

◎
私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門
的
職

業
人
材
の
育
成
機
能
の
強
化
等
を
求
め

る
意
見
書

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支

援
を
求
め
る
意
見
書

◎
燃
料
価
格
安
定
を
求
め
る
意
見
書

○
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
へ
の
十

分
な
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

新
た
な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

が
世
界
中
に
拡
大
し
て
お
り
、
道
内
に

も
い
つ
流
入
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
、

再
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
日
常

的
な
感
染
予
防
策
（
マ
ス
ク
、手
洗
い
、

３
密
回
避
）
の
徹
底
が
肝
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
第
４
回
定
例
会
の
議

会
議
論
で
も
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
施
策

展
開
で
、
知

事
は
、
感
染

拡
大
防
止
対

策
は
も
と
よ

り
、
社
会
経

済
活
動
の
再

開
に
も
強
い

意
欲
を
示
し

ま
し
た
。

　

会
派
は
、

ま
ず
は
「
人

へ
の
投
資
」、

人
の
営
み
と
希
望
が
見
え
る
施
策
を
重

点
的
に
展
開
す
る
よ
う
指
摘
し
て
き
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
知
事
へ
は
粘
り
強
く
求

め
て
行
く
こ
と
と
し
ま
す
が
、
当
面
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

は
、「
新
た
な
指
標
へ
の
対
応
」、「
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
な
ど
の
運
用

を
、
経
済
の
再
生
に
つ
い
て
は
、「
観

光
振
興
」、「
第
三
者
認
証
制
度
の
普
及
」

な
ど
の
動
向
を
、
本
会
議
及
び
予
算
特

別
委
員
会
で
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
注
視

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

今
年
の
米
生
産
に
係
る
米
価
低
迷
に

対
す
る
取
組
と
減
産
拡
大
に
よ
り
米
生

産
の
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
政
治
的
な
配
慮
の
必
要
性
を

知
事
に
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
知
事
に
認

識
を
質
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
不
安
要
素
が
新
規
就
農
者

の
意
欲
減
退
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
更
な

る
取
組
と
対
策
を
強
化
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
懸
念
さ

れ
る
影
響
を
速
や
か
に
検
証
し
、
道
と

し
て
今
回
の
案
を
見
直
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

道
は
、
生
産
者
が
将
来
に
向
け
て
意

欲
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
よ
う
取
組
む

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

連
絡
会
議
や
ワ
ー
ク
ン
グ
グ
ル
ー
プ

漁
に
つ
い
て
は
、稚
ウ
ニ
を
海
に
ま
き
、

4
、
5
年
後
の
漁
獲
を
見
込
む
方
式
が

多
く
、
種
苗
確
保
や
育
成
な
ど
切
れ
目

の
な
い
支
援
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
補
正
で
は
、
赤
潮
が
発
生
し

た
太
平
洋
沿
岸
に
お
け
る
ウ
ニ
殻
等
の

除
去
・
処
分
、知
内
町
な
ど
へ
の
種
苗
の

移
植
・
放
流
な
ど
に
財
政
支
援
が
行
わ

れ
、
全
道
域
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
や
赤
潮
発
生
予
察
手
法

の
開
発
に
も
補
助
金
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
道
議
会
の
場
で
も
、
国

へ
の
要
請
強
化
な
ど
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

北
海
道
戦
没
者
追
悼
式

　

8
月
25
日
㈬
北
海
道
戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
で
、
会
場
は
真
駒
内
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

（
例
年
の
会
場
の「
北

海
道
き
た
え
ー
る
」

が
改
修
中
の
た
め
）

で
、
遺
族
も
20
の
遺

族
会
地
区
連
合
会
か

ら
最
大
3
名
の
参
加

と
し
、
44
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

9
月
10
日
㈮
は
高
橋
亨
議
員
（
函
館

市
）
と
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業
振

興
財
団
が
運
営
す
る
北
海
道
立
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

安
井
肇
セ
ン
タ
ー

長
さ
ん
か
ら
組
織
や

支
援
概
要
、
個
別
の

取
り
組
み
概
要
、
最

近
の
研
究
開
発
な
ど

聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→ http://sasada-hiroshi.com

⑴
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

⑵
　
米
政
策
に
つ
い
て

⑶
　
赤
潮
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
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第
3
回
定
例
会

　

10
月
8
日
㈮
第
3
回
定
例
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
道
議
会
は
９
月
14
日
に
開

会
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

「
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意

見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、
10
月
８
日
に
閉

会
し
ま
た
。

　

代
表
質
問
に
は
北
口
雄
幸
議
員
（
上
川

地
域
）
が
立
ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、
行

財
政
運
営
の
推
進
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
係
る
取
り
組
み
、医
療
・

福
祉
政
策
、
経
済
と
雇
用
対
策
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
路
線
維
持
問
題
、

第
１
次
産
業
の
振
興
な
ど
教
育
課
題
に
つ

い
て
、
知
事
並
び
に
教
育
長
の
考
え
方
や

取
り
組
み
を
質
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
26
日
執
行
の
北
海
道
議
会

議
員
補
欠
選
挙
（
旭
川
市
選
挙
区
）
で
宮

崎
ア
カ
ネ
氏
が
当
選
し
た
こ
と
で
、
我
が

会
派
の
所
属
議
員
は
27
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

（
◎
は
政
審
・
会
派
発
議
、
○
は
委
員
会

発
議
）

◎
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意

見
書

○
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
等
を
求
め

る
意
見
書

○
Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
及
び
貨
物
会
社
の
経
営

安
定
化
に
関
す
る
意
見
書

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ゆ
た
か
な
教
育
実
現
へ
要
請

　

10
月
13
日
㈬
、
18
日
㈪
の
2
日
間
、
子

ど
も
の
「
貧
困
」「
教
育
格
差
」
是
正
と

教
職
員
の
「
超
勤
・
多
忙
化
」
解
消
を
求

め
、
憲
法
理
念
に
も
と
づ
く
ゆ
た
か
な
教

育
の
実
現
を
め
ざ
す
要
請
活
動
を
連
合
北

海
道
、
北
教
組
な
ど
の
４
団
体
と
共
に
渡

島
管
内
自
治
体
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
な

ど
も
あ
り
私
と
平
出
道
議
が
中
心
と
な
っ

て
課
題
に
つ
い
て
、
渡
島
支
部
や
各
支
会

の
役
員
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
地
域

課
題
な
ど
へ
の
要
請
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

13
日
は
松
前
町
〜
木
古
内
町
の
4
町
、

18
日
は
鹿
部
町

〜
長
万
部
町
ま

で
の
4
町
七
飯

町
と
北
斗
市
は

日
程
の
都
合
で

参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

赤
潮
調
査

　

10
月
29
日
㈮
衆
院
議
員
選
挙
期
間
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
中
止
し
て
逢
坂

誠
二
さ
ん
と
上
磯
漁
港
で
上
磯
郡
漁
協
の

西
山
組
合
長
さ
ん
、
三
上
専
務
さ
ん
か
ら

赤
潮
の
状
況
を
聞
き
取

り
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

秋
サ
ケ
が
斃
死
し
て

い
る
原
因
調
査
、
釧
路

管
内
な
ど
全
道
に
供
給

し
て
い
る
ウ
ニ
種
苗
の

事
業
継
続
な
ど
も
あ

り
、
赤
潮
被
害
は
上
磯

郡
漁
協
へ
も
大
き
な
影

響
が
あ
る
こ
と
と
対
策

を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
道
や
国
と
も
連
携

し
て
必
要
な
対
策
を
働
き
掛
け
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

災
害
被
害
状
況
調
査

　

11
月
6
日
㈯
11
月
2
日
午
前
10
時
頃
か

ら
正
午
ご
ろ
ま
で
の
短
時
間
に
、
木
古
内

町
と
知
内
町
は
じ
め
と
す
る
道
南
各
地
で

発
生
し
た
集
中
豪
雨
の
影
響
調
査
を
お
お

さ
か
代
議
士
と
共
に
両
町
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

木
古
内
町
で
は
鈴
木
町
長
さ
ん
は
じ
め

担
当
者
や
農
業
者
町
議
の
皆
さ
ん
か
ら
現

地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
害
額
等
詳
細
は
現
在
調
査
中
で
す

が
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

知
内
町
で
も
西
山
町
長
さ
ん
、
大
野
副

町
長
さ
ん
か
ら
は
現

場
で
河
川
改
修
の
方

法
や
早
急
な
対
策
も

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

早
速
週
明
け
の
8

日
月
曜
日
に
関
係
各

所
へ
報
告
と
要
請
に

対
応
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

会
派
中
央
要
請

　

11
月
16
日
㈫
は
民
主
・
道
民
連
合
議
員

会
会
派
で
中
央
省
庁
に
来
年
度
の
国
費
予

算
等
に
対
し
て
提
言
・
要
望
書
を
提
出
し

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
ほ
か

国
会
議
員
団
と
要
請
項
目
な
ど
の
協
議
を

実
施
し
も
同
行
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
要
請
項
目
等
は
次
の
と
お
り
。

【
内
閣
府
】

・
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

増
額
と
自
由
度
の
高
い
使
途

・
北
方
領
土
早
期
返
還
対
策

【
経
済
産
業
省
】

・
原
油
価
格
高
騰
へ
の
対
応

・
脱
炭
素
社
会
の
実
現

【
厚
生
労
働
省
】

・
ワ
ク
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
コ

ロ
ナ
対
策

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用
生
活
対
策

・
地
域
医
療
の
確
保

【
農
林
水
産
省
】

・
赤
潮
被
害
へ
の
対
応

・
コ
メ
の
価
格
下
落
対
策

【
総
務
省
】

・
地
方
交
付
税
等
の
財
源
確
保

・
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策

【
国
土
交
通
省
】

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
支
援

・
新
千
歳
空
港
の
機
能
強
化

・
バ
ス
路
線
維
持
と
継
続

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

11
月
26
日
㈮
に
八
雲
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
現
場
を
平
出
道
議
、
高
橋
道
議
と

共
に
視
察
調
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
19
日
、
文
部
科
学
大
臣
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を
本
部
長
と
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

実
現
推
進
本
部
」
を
設
置
し
全
国
で
進
め

ら
れ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
す

が
、
ど
の
程
度
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
授

業
で
の
活
用
方
法
な
ど
視
察
さ
せ
て
い
た

だ
ま
し
た
。

　

八
雲
中
学
校
も
児
童
生
徒
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
は
配
布
済
み
で
、
町
教
委
が

２
０
２
０
年
7
月

か
ら
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し

進
め
、
現
状
で
は

ほ
ぼ
す
べ
て
の
教

科
や
総
合
的
な
学

習
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
生
徒
会
活

動
に
至
る
ま
で
に

活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

農
政
議
連
学
習
会

　

12
月
15
日
㈬
超
党
派
の
道
議
会
農
政
議

員
団
の
水
田
活
用
直
接
払
い
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
が
示
し
た
案
の
説
明
を
農
政
部
か
ら

受
け
、質
疑
、意
見

交
換
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
係
団
体
と
連

携
し
、
道
へ
の
影

響
調
査
、
検
証
し

な
が
ら
、
政
府
に

対
し
て
意
見
反
映

し
て
行
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

これまでの主な活動記録
7 月 1 日　終日委員会
　　　　　道議会議員定数等検討協議会
7月 ２日　第 ２回定例会閉会
7月 5日　会派中央要請（東京都）
7月14日　勝部参議国政報告同行（長万部町～森町）
7月16日　教員との意見交換（八雲町）
7月２0日　知内町長意見交換（札幌市）
　　　　　民主議員ネット事前協議（札幌市）
7月２7日　民主議員ネット役員会（札幌市）
8月 ２日　道本部自治体政策セミナー（WEB）
8月 3日　道議会議員定数等検討協議会（札幌市）
　 　 　 　 　常任委員会（札幌市）
8月 4日　特別委員会（札幌市）
8月 5日　知内町長要請・意見交換（知内町）
　　　　　知内町農協・漁協等調査（知内町）
8月 6日　八雲町農協・漁協等調査（八雲町）
8月10日　長万部町内農作物等調査（長万部町）
8月11日　森町農協・漁協等調査（森町）
8月1２日　鹿部町漁協等調査（鹿部町）
8月13日　アイヌ先駆者鎮魂之碑へのお参り（八雲町）
8月16日　七飯町内農作物等作況等調査（七飯町）
8月17日　木古内町農協・漁協等作況等調査（木古内町）
8月19日　福島町内漁協等調査（福島町）
8月２0日　松前町内漁協等調査（松前町）
8月２5日　北海道戦没者追悼式（札幌市）
8月30日　令和 3年度大漁祈願祭（八雲町）
9月 1日　知事会派要望（札幌市）
9月 4日　民主議員ネット研修会（札幌市）
9月 7日　常任委員会（札幌市）
　　　　　自治労道本部政治フォーラム道議団会議（札幌市）
9月 8日　特別委員会（札幌市）
　　　　　道議会議員定数等検討協議会（札幌市）
9月10日　北海道立工業技術センター調査（函館市）
9月13日　前日委員会（札幌市）
9月14日　第 3回定例会開会（札幌市）
9月２1日　道議会議員定数等学習会（札幌市）
9月２２日　道議会定数等プロジェクト会議（札幌市）
　　　　　知事との意見交換（札幌市）
9月２7日　道議会議員定数等検討協議会（札幌市）
　　　　　農政議連学習会（札幌市）
　　　　　自治労議員団会議（札幌市）

9月２9日　市橋副議長との意見交換（札幌市）
10月 8 日　第 3回定例道議会閉会、議員研修会（札幌市）
10月10日　八雲町長との意見交換（八雲町）
10月13日　ゆたかな教育全道キャラバン（松前、福島、知内、

木古内）
10月14日　北海道社会福祉審議会（WEB）
10月18日　ゆたかな教育全道キャラバン（鹿部、森、八雲、

長万部）
10月２1日　八雲町長地域振興監・副知事要請同行（札幌市）
10月２7日　赤潮対策上磯郡漁協聴取（北斗市）
11月 4 日　常任委員会（札幌市）
　　　　　自治労道本部政治フォーラム道議団会議（札幌市）
11月 5 日　特別委員会
　　　　　各派幹事長懇談会（札幌市）
11月 6 日　緊急災害対策（木古内、知内）
11月 8 日　緊急災害対策渡島総合振興局要請（函館市）
11月 9 日　森町岡嶋町長との意見交換（森町）
11月10日　道水産局職員意見交換（札幌市）
11月1２日　八雲高校100周年記念事業準備会（八雲町）
11月16日　会派中央要請（東京都）
11月２6日　ICT教育八雲中授業視察（八雲町）
11月２9日　前日委員会、各派幹事長会議（札幌市）
11月30日　第 4回定例道議会開会（札幌市）
1２月 4 日　八雲町社協顕彰表彰式典（八雲町）
1２月 6 日　会派勉強会（ビックデータ、DX）（札幌市）
1２月 9 日　道議会事務局政策調査課との意見交換（札幌市）
1２月15日　終日委員会（札幌市）
　　　　　農政議連学習会（水田活用交付金）（札幌市）
　　　　　知事との意見交換（札幌市）
1２月16日　第 4回定例道議会閉会（札幌市）
1２月２7日　管内自治体年末調査（管内）（２8日まで）

毎年冬に開催している「ささだ浩新春の集い」は、
新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するた
め、今年は中止とさせていただきます。感染症が
一日も早く収束し、来年は開催できますよう、祈
念いたします。


